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餅
つ
き
の
音
で
お
正
月
気
分

餅
つ
き
の
音
で
お
正
月
気
分
　

師
走
の
さ
な
か
、
町
内
の
保
育
所
で
は

餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
月
14
日
に

は
上
沖
洲
保
育
所
と
清
里
保
育
所
で
行
わ

れ
、
園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
伝
わ
れ
、
重
い
杵き
ね

で
一

生
懸
命
餅
つ
き
を
し
て
い
ま
し
た
。
餅
つ

き
の
音
に
あ
わ
せ
て「
ヨ
イ
シ
ョ
！
ヨ
イ
シ

ョ
！
」と
大
き
な
掛
け
声
を
上
げ
な
が
ら
、

園
児
た
ち
は
一
足
早
い
お
正
月
気
分
に
胸

を
と
き
め
か
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

町
内
保
育
所
で
餅
つ
き

合併号



23

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
ご

家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政
発

展
の
た
め
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
経
済
状
況
は
、
雇
用
情
勢
に
厳
し

さ
が
残
る
も
の
の
輸
出
、
生
産
面
は
、
緩
や

か
に
増
加
し
、改
善
の
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、

地
域
格
差
が
大
き
く
、
都
市
部
以
外
は
依
然

厳
し
く
本
格
的
な
景
気
回
復
に
は
な
お
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
尊
い
人
命
が
脅
か

さ
れ
る
台
風
や
集
中
豪
雨
、
そ
し
て
西
方
沖

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
幸

い
に
し
て
甚
大
な
被
害
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
の
災
害
対
応
に
数
々
の
教

訓
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
長
洲
町
に
お
い
て
は
「
人

長
洲
町
長　

橋
本　

孝
明

が
輝
き
、
心
ふ
れ
あ
う
豊
か
な
ま
ち
」
を

目
指
し
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
」
を
基
本

に
、
一
区
一
創
運
動
や
校
区
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
に
よ
る
防
災
訓
練
等
も
実
施
さ

れ
、人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
実
感
で
き
た
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
地
方
行
政
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
、
国
と
地
方
の
明
確
な
役
割
分
担
に
基
づ

い
た
自
主
・
自
立
の
地
域
社
会
か
ら
な
る
地

方
分
権
型
の
行
政
シ
ス
テ
ム
が
推
進
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
の
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
も
、

地
方
財
政
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容
の
も
の
に

な
る
と
想
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
は
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
制
度
を
確
立
し
つ
つ
、
主

体
的
役
割
を
常
に
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
行
財
政
運
営
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
や
議
会
に
対
し
ま
し
て
説
明
と
対
話

を
も
っ
て
、
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
行

財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
行
財
政
改
革
を
、

更
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
、
新
年
を
向
か
え
心
新
た
に
い
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

明
日
の
長
洲
に
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る
よ

う
、子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
、

み
ん
な
健
康
で
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
、
み
ん
な
の
力
で
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
洲
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10

月
、
議
員
定
数
を
４
名
削
減
し
、
新
た
な
構

成
で
、
今
年
も
地
方
自
治
の
進
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
向
け
、
議
会
活
動
に
全
力
を
傾

注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
国
内
外
の
政
治
・
経
済
・

社
会
情
勢
が
激
し
く
揺
れ
動
き
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
も
厳
し
い
影
響
が
あ
っ
た
１
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

経
済
社
会
の
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情

報
化
と
い
っ
た
国
際
環
境
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
好
む
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
政
治
経

済
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
な
変
革

を
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

長
洲
町
議
会
議
長　

松
井　

一
也

　

都
市
圏
に
お
い
て
は
景
気
回
復
の
傾
向
が

や
や
見
え
始
め
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
地

方
の
経
済
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
「
聖
域
な
き
構
造

改
革
」に
よ
る
郵
政
事
業
の
民
営
化
法
が
成
立
、

地
方
分
権
を
推
し
進
め
る「
三
位
一
体
の
改
革
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
行
財
政
改
革
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
に
お
い
て
も
、
昨
年
、
年
明
け
早
々
、

議
員
請
求
に
よ
る
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
地

方
分
権
に
即
応
す
る
議
会
改
革
に
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
い
、
町
政
の
発
展
と
議
会
に

対
す
る
町
民
の
皆
様
の
理
解
や
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
減
額
、
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の

伸
び
悩
み
な
ど
で
町
財
政
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
町
民

の
皆
様
と
行
政
・
議
会
が
手
を
携
え
、
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
、
長
洲
町
が
め
ざ
す
「
人
が
輝

き
、
心
ふ
れ
あ
う
豊
か
な
ま
ち
」
づ
く
り
を

展
開
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
議
員
は
、
議
会
の
活
性
化
を

図
り
、
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻

を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

副　

議　

長

吉　

田　
　
　

正

総
務
保
健
福
祉

常
任
委
員
長

徳　

永　

範　

昭

建
設
経
済
文
教

常
任
委
員
長

市　

原　

一　

廣

議
会
運
営
委
員
長

福　

永　

栄　

助

議　
　
　
　

員

浦　

邊　

朝　

章

議　
　
　
　

員

樋　

口　

エ
ミ
子

議　
　
　
　

員

宮　

本　

哲
太
郎

議　
　
　
　

員

濱　

村　

芳　

光

議　
　
　
　

員

杉　

本　

勝　

彦

議　
　
　
　

員

池　

上　

滿　

則

議　
　
　
　

員

宮　

島　

省　

一

議　
　
　
　

員

上　

野　

弓　

雄

議　
　
　
　

員

川　

本　

幸　

昭

明
日
の
長
洲
に
明
る
い
未
来
を

明
日
の
長
洲
に
明
る
い
未
来
を

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

変
革
に
応
じ
た
議
会
活
動
を

変
革
に
応
じ
た
議
会
活
動
を
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家庭ごみの分け方・出し方が変わります家庭ごみの分け方・出し方が変わります

5

〔粗大ごみの出し方〕 〔資源ごみの出し方〕 〔有害ごみの出し方〕

（不燃性粗大ごみ）（可燃性粗大ごみ） （新聞紙）（その他紙類）
（段ボール）（紙パック）（布類） （乾電池）（廃蛍光管）（バッテリー）

●現在は、不燃性粗大ごみは年２回の収集、可燃性
粗大ごみは直接清掃センターへ搬入することで対
応していましたが、今回の変更で、不燃性・可燃
性共に２ヵ月１回収集します。
●収集日は、不燃性・可燃性同じ日ですが、出され
る際は分けて出してください。
●有料化になります。排出する粗大ごみ１つにつき
粗大ごみシール（500円）を１枚貼付してください。
但し、束ねられるもの（木の枝、布団など）につ
いては、大人一人が持てる範囲で１枚とします。

●現在は、各回収団体（子供
会や老人会など）で回収され
ていますが、４月からは町で
月１回収集するようになりま
す。

●町の収集に出される場合は、
種類ごとに指定ごみ袋に入れ
て出してください。

●新しく「乾電池」「廃蛍光管」「バッ
テリー」を２ヵ月１回収集します。

●「乾電池」については、透明袋であ
れば指定ごみ袋でなくても出すこと
ができます。但し、行政区と氏名（フ
ルネーム）は必ず記入してください。

●種類ごとに分けて出してください。

４月から新清掃施設の稼動に伴い分別などを見直します４月から新清掃施設の稼動に伴い分別などを見直します

　平成 18年４月から、有明広域行
政事務組合の新清掃施設の本稼動
に伴い、家庭から出されるごみの
分け方・出し方が変更になります。
変更の主なポイントは、次のとお
りです。今回も含めて３回シリー
ズでお知らせしていきますので、
ご理解・ご協力をお願いします。

変更のポイント

⑴町での収集品目の変更

①全て町での収集になります。
②アルミ缶とスチール缶を「缶類」に、無色びんと茶色びん、その他の色び
んを「びん類」に集約化します。
③粗大ごみ（可燃性粗大ごみ）・資源ごみ・有害ごみを町で新しく収集します。

⑵収集日程等の変更

　新清掃施設のごみ焼却施設は 24時間、リサイクル施設等が５時間の運転体制となるため、従来の収
集日程等を変更し、ごみ量の均等化を図ります。

①収集日の変更

燃えるごみの収集日が一部で変更になります。
●長　洲　下　区：火・金　⇒　月・木
●六栄・清里校区：月・木　⇒　火・金
※その他の収集日については、３月に配布する「く
らしの中のごみカレンダー」でご確認ください。

②収集回数の変更

金属類：月２回　⇒　月１回
びん類：月１回　⇒　月２回
ペットボトル：月１回　⇒　月２回
不燃性粗大ごみ：年２回　⇒　２ヵ月１回
可燃性粗大ごみ：２ヵ月１回（新規収集）
資源ごみ：月１回（新規収集）
有害ごみ：２ヵ月１回（新規収集）

⑶粗大ごみの有料化

粗大ごみは、平成 18年４月からシール貼付制による一律 500円の有料化となります。
※ごみを出す量に応じて、処理にかかる経費の一部を負担していただくことにより、公平性を確保する
とともに、ごみに対する意識改革を図り、減量化を推進することを目的としています。

⑷資源ごみ収集の変更

現行の資源ごみ回収団体による方法から月１回の
町での収集へ変更します。
※回収団体への町からの奨励金の見直し
※回収団体による収集の継続

⑸指定ごみ袋の統一化

●長洲町、菊水町、三加和町、南関町の４
町で指定ごみ袋を共同作製します。
●指定ごみ袋のサイズを統一化します。
　（大１種類・小１種類）

　３月 31 日までは現在の分
別方法及び収集日に従って排
出してください！

〔完成予想図〕〔完成予想図〕

■問い合せ　住民環境課（内線１３１）

４月から

燃えるごみ

（週２回）

金属類

（月１回）

ガラス類

（月１回）

缶類

（月２回）

びん類

（月２回）

ペットボトル

（月２回）

粗
大
ご
み

不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

（２ヵ月１回）

新聞紙

その他紙類

段ボール

紙パック

布類

（月１回）

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

３月末まで

燃えるごみ

（週２回）

金属類

（月２回）

ガラス類

（月１回）

アルミ缶

（月２回）

スチール缶

（月２回）

無色びん

（月１回）

茶色びん

（月１回）

その他の色びん

（月１回）

ペットボトル

（月１回）

不燃性粗大ごみ

（年２回）

可燃性粗大ごみ

（直接搬入）

資
源
ご
み

新聞紙

雑誌

段ボール

紙パック

布類

（回収団体）

変更内容

○長洲下区の収集日が火・金から月・木になります。
○六栄・清里校区の収集日が月・木から火・金になります。

○収集回数が月２回から月１回になります。

○変更ありません。

○アルミ缶とスチール缶を一緒に出せるようになります。

○無色びん、茶色びん、その他の色びんを一緒に出せるようになります。
○収集回数は月２回になります。

○収集回数が月１回から月２回になります。
○つぶして出すことができるようになります。

○同じ収集日ですが、不燃性と可燃性は分けてください。
○有料化（500 円シール貼付制）になります。
○不燃性は年２回から２ヵ月１回になります。
○可燃性は直接搬入から２ヵ月１回になります。

○種類ごとに指定ごみ袋に入れて出してください。
○「雑誌」は「その他紙類」へ名称が変わります。
○収集回数は月１回になります。

○透明袋であれば指定ごみ袋でなくても出せるようになりますが、行政区と
氏名（フルネーム）は必ず記入してください。

○指定ごみ袋で出してください。

○指定ごみ袋で出してください。

（
新
規
）

■変更ポイント一覧表

有
害
ご
み

乾電池

廃蛍光管

バッテリー

（２ヵ月１回）
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1717
人
の
新
農
業
委
員
決
定

人
の
新
農
業
委
員
決
定

　

平
成
17
年
10
月
23
日
執
行
長
洲
町
農
業
委
員
の
任
期
満
了
（
平
成
17
年
10
月
30
日
）
に
伴

う
改
選
に
よ
り
、
次
の
新
委
員
17
人
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
会
長
は
馬
場
彌

さ
ん
（
清
源
寺
）
及
び
同
職
務
代
理
者
（
副
会
長
）
池
本
ス
ミ
エ
さ
ん
（
腹
赤
）
が
そ
れ
ぞ

れ
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
委
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

　

農
業
委
員
と
は
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
公
正
な
立
場
で
農
地
の
転
用
や
転
売
、
農
地
紛

争
防
止
、
農
地
相
談
な
ど
の
仕
事
を
行
う
方
々
で
す
。

平
成
17
年
10
月
31
日
〜
平
成
20
年
10
月
30
日

任
期

農
業
協
同
組
合

徳永　　潔徳永　　潔（葛輪）（葛輪）
担当地区　赤田・葛輪

農
業
委
員
一
般
選
挙
に
よ
る
委
員
12
人

農
業
共
済
組
合

土
地
改
良
区

町
議
会

からの推薦によるからの推薦による
選任委員５人選任委員５人

■問い合せ■問い合せ
　農業委員会事務局（内線 163）

三島　孝正三島　孝正（梅田）（梅田）
担当地区　梅田・駅通

城戸　　壽城戸　　壽（立野）（立野）
担当地区　宮崎・立野

福田　一吉福田　一吉（建浜）（建浜）
担当地区　建浜

宮邊　　剛宮邊　　剛（腹赤）（腹赤）
担当地区　腹赤

上野　　中上野　　中（平原）（平原）
担当地区　平原

杉本　正弘杉本　正弘（向野）（向野）
担当地区　向野

浜津　　毅浜津　　毅（上沖洲）（上沖洲）
担当地区　上沖洲

松岡　英信松岡　英信（折地）（折地）
担当地区　折地・赤崎

清本　耕二清本　耕二（清源寺）（清源寺）
担当地区　清源寺南

藤木　靖秀藤木　靖秀（新町）（新町）
担当地区　長洲上区

鈴木　　司鈴木　　司（東荒神）（東荒神）
担当地区　長洲下区

池本スミエ池本スミエ（腹赤）（腹赤）
担当地区　腹赤新町

田中千代子田中千代子（高田）（高田）
担当地区　鷲巣・高田

馬場　　彌馬場　　彌（清源寺）（清源寺）
担当地区　清源寺

濱村　剛正濱村　剛正（清源寺）（清源寺）
担当地区　清源寺北

城戸　堅士城戸　堅士（葛輪）（葛輪）
担当地区　葛輪・永方・塩屋
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鯉
た
ち
の
大
引
越
し

鯉
た
ち
の
大
引
越
し

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
修
景
池
清
掃

　

腹
栄
中
女
子
テ
ニ
ス
部
が
、
11
月
５
日
に

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
（
熊
本
市
）
な
ど
で
行

わ
れ
た
第
9
回
熊
本
県
中
学
生
新
人
テ
ニ
ス

大
会
の
女
子
団
体
戦
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
同
部
は
３
月
に
熊

本
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
11
月
22
日
に

は
生
徒
な
ど
10
人
が
長
洲
町
役
場
を

訪
れ
、
橋
本
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

顧
問
の
園
田
先
生
は
、「
生
徒
た

ち
は
、
日
頃
の
練
習
だ
け
で
は
な
く
、

早
朝
か
ら
の
学
校
の
掃
除
や
あ
い
さ

つ
運
動
な
ど
に
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
の
良

い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

部
員
を
代
表
し
て
主
将
の
金
井
励
子

さ
ん
（
２
年
）
は
、「
九
州
大
会
で
は
、

昨
年
先
輩
達
が
3
位
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
成
績
を
超
え
た
い
で
す
。
ま
た
、

腹
栄
中
女
子
テ
ニ
ス
部
が
九
州
大
会
出
場

腹
栄
中
女
子
テ
ニ
ス
部
が
九
州
大
会
出
場

第
９
回
熊
本
県
中
学
生
新
人
テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
戦
３
位

　

11
月
29
日
、
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
で
鯉
た

ち
の
大
引
越
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
同

広
場
の
修
景
池
の
清
掃
の
た
め
、
１
、０
８
０

匹
の
鯉
た
ち
が
長
洲
き
ん
ぎ
ょ
村
内
の
池
に

一
時
的
に
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

作
業
当
日
は
、
長
洲
町
養
魚
組
合
（
中
島

秀
雄
組
合
長
）
や
町
職
員
な
ど
約
30
人
が
参

加
し
、
暴
れ
た
り
、
逃
げ
惑
う
鯉
を
要
領
よ

く
網
で
す
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鯉
の
い
な
く
な
っ
た
池
は
、
清
掃
さ
れ
、

病
気
な
ど
の
予
防
の
た
め
に
消
毒
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
鯉
た
ち
は
12
月
12
日
に
住
み
慣
れ

た
修
景
池
に
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

第第
1111
回
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

回
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

長
洲
町
か
ら
は
バ
レ
イ
ア
Ｓ
Ｃ
と
長
洲
ペ
ス
カ
ド
ー
レ
が
参
加

　

12
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
長

洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
木
下
綽
会
長
）
と
長

洲
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
松
本
曻
会
長
）
は
、
金

魚
と
鯉
の
郷
広
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
造
船
㈱
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
有
明
サ
ッ
カ

ー
場
で
第
11
回
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
小
学

生
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
県
内
外
か
ら
出
場
し
た
全
16
チ

ー
ム
で
争
わ
れ
、
長
洲
町
か
ら
は
バ
レ
イ
ア
Ｓ

地
域
対
抗
の
部
で
は
清
源
寺
が
優
勝

地
域
対
抗
の
部
で
は
清
源
寺
が
優
勝

第
40
回
長
洲
町
駅
伝
大
会

　

12
月
４
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
た
名
石
浜
工
業
団
地
な

ど
を
周
回
コ
ー
ス
で
長
洲
町
駅
伝
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
と

地
域
、
職
場
の
連
帯
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
町
教
育
委
員
会
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。
今
大
会
は
、
18
チ
ー
ム

の
１
０
８
人
が
出
場
し
、
６
区
間
13
・
５
km

で
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
者
た
ち
は
、
風
雨
の
厳
し
い
天
候
に

負
け
な
い
力
強
い
走
り
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
。

県
大
会
で
負
け
た
学
校
に
、
今
度
は
勝
て
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」
と
力
強
く
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
長
洲
共
同
福
祉
施
設
で
日
本

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
熊
本
県
連
盟
長
洲
第
1
団

発
団
40
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
橋
本
町
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の
来

賓
を
含
め
約
60
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
、
昭
和

39
年
に
指
導
者
11
人
、
ス
カ
ウ
ト
隊
員
14
人

の
計
25
人
で
発
足
し
た
長
洲
第
１
団
は
、
一

時
は
１
０
０
人
を
越
え
る
時
期
も
あ
り
、
２

つ
に
分
割
さ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
60
人
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、
町
行
事

や
子
ど
も
会
活
動
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
キ

ャ
ン
プ
な
ど
の
自
然
体
験
を
通
し
た
社
会
規

律
の
体
得
や
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

式
典
を
迎
え
て
関
係
者
は
、「
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
40
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
が
進

み
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
活
発
に
な
り
、
子

発
団
発
団
4040
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
熊
本
県
連
盟
長
洲
第
１
団

ど
も
た
ち
が
大
変
忙
し
い
で
す
が
、
ス
カ
ウ

ト
活
動
が
今
後
活
発
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▶
式
典
で
ス
カ
ウ
ト
の
お
き
て
を
唱
和
す
る
参
加
者

Ｃ
と
長
洲
ペ
ス
カ
ド
ー
レ
の

２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
当
日
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▲腹栄中女子テニス部の皆さん。
　写真下左から、関口あゆみさん、桑名由香里さん、岩田佳礼
さん、茂見亜矢さん、写真上左から同部荒尾コーチ、隈部亜
紀さん、金井励子さん、佐藤靜さん、同部長の園田先生

▶
引
越
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
の
水
槽
に
移
さ
れ
る
鯉

　

た
ち

優　勝　ＭＪＳＣサンビーノ（荒尾市）
準優勝　コスモスＳＣ（宇城市）
３　位　白山ＦＣ（長崎県）
３　位　長崎ドリーム（長崎県）

〔地域対抗の部〕
優　勝　清源寺
２　位　腹赤
３　位　古城
敢闘賞　大明神
〔職場・グループの部〕
優　勝　荒尾市ゆうぐれＲＣ・Ａ
２　位　荒尾市ゆうぐれＲＣ・Ｂ
３　位　狂走会Ａ
敢闘賞　腹栄中陸上競技部

　

な
お
、
当
日
の
結
果
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▶
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ス
タ
ー
ト
す
る
選
手
た
ち
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一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

　

12
月
９
日
、
長
洲
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
（
前
田
守
彦
会
長
）
が
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
集
会
室
で
平
成
17
年
度
長
洲
町
身

体
障
害
者
協
議
会
ふ
れ
あ
い
の
集
い
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
議
会
員
の
親
睦
を
深
め
、

平
成
平
成
1717
年
度
長
洲
町
身
体
障
害
者
協
議
会
ふ
れ
あ
い
の
集
い

年
度
長
洲
町
身
体
障
害
者
協
議
会
ふ
れ
あ
い
の
集
い

身
障
者
の
抱
え
る
諸
問
題
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

冒
頭
挨
拶
を
行
っ
た
前
田
会
長
は
今
年
４

月
の
施
行
が
決
定
し
た
身
体
障
害
者
自
立
支

援
法
に
触
れ
、「
身
体
、
知
的
、
精
神
の
障
害

種
別
に
分
か
れ
た
現
行
施
策
が
一
元
化
さ
れ

　

長
洲
中
学
校
（
緒
方
豊
喜
校
長
、
生
徒

１
９
７
人
）
と
清
里
小
学
校
（
松
本
曻
校
長
、

生
徒
１
０
３
人
）
は
、
こ
の
ほ
ど
財
団
法
人

日
本
学
校
体
育
研
究
連
合
会
（
浅
田
隆
夫
会

長
）
主
催
に
よ
る
平
成
17
年
度
全
国
学
校
体

育
研
究
で
最
優
秀
校
と
優
良
校
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

長
洲
中
（
最
優
秀
校
）、
清
里
小
（
優
良
校
）
が

長
洲
中
（
最
優
秀
校
）、
清
里
小
（
優
良
校
）
が

　
　
　
　

平
成

　
　
　
　

平
成
1717
年
度
全
国
学
校
体
育
研
究
で
表
彰

年
度
全
国
学
校
体
育
研
究
で
表
彰

小
中
学
校
と
地
域
、
家
族
が
連
携
し
て
健
康
と
体
力
づ
く
り

　

こ
れ
は
、
両
校
が
平
成
15
年
度
か
ら
16
年

度
の
２
年
間
に
わ
た
り
「
健
康
・
体
力
つ
く

り
地
域
連
携
研
究
推
進
校
」
の
指
定
を
受
け

て
進
め
て
き
た
、
健
康
と
体
力
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

12
月
19
日
、
両
校
の
校
長
が
役
場
を
訪
れ
、

橋
本
町
長
に
受
賞
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
あ
た
り
「
両
校
が
連
携
し
、

地
域
、
家
族
ぐ
る
み
で
進
め
て
き
た
こ

の
取
り
組
み
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

に
お
け
る
朝
ご
は
ん
、
早
寝
早
起
き
な

ど
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て

い
ま
す
。
両
校
と
も
子
ど
も
た
ち
の
体

力
の
向
上
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
一
人
ひ

と
り
の
活
躍
に
確
実
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
も
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。」
と
両
校
長
と
も
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

西
新
町
区　

花
壇
作
り
作
業

　

11
月
23
日
、
西
新
町
区
で
は
区
内
の
ふ

れ
あ
い
広
場
で
花
壇
作
り
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
所
有
の
空
き
地
を

区
民
の
広
場
と
し
て
使
用
し
て
ほ
し
い
と

い
う
申
し
出
を
受
け
て
、
そ
の
広
場
作
り

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
日
は
、
約
20
人
の
区
民
が
集
ま
り
、
事

前
の
役
割
分
担
に
従
い
花
壇
づ
く
り
を
行

っ
た
後
、
な
で
し
こ
・
金
魚
草
・
ス
ト
ッ

ク
な
ど
の
花
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
区
民
手
作

り
の
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
き
れ

い
な
花
が
咲
い
て
、
広
場
に
集
ま
る
人
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

を
計
画
し
て
い
る
の
で
、
有
効
活
用
し
て

い
き
た
い
。」
と
井
上
区
長
。

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
義
務
的
経

費
化
が
図
ら
れ
る
が
、
利
用

者
は
1
割
負
担
が
発
生
す
る
。

何
年
か
後
に
は
、
内
容
も
は

っ
き
り
し
て
く
る
だ
ろ
う
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
集
い
は
、
約

70
人
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
、

会
員
に
よ
る
演
芸
や
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

腹
栄
中
学
校
（
古
田
憲
雄
校
長
、
生
徒

２
８
８
人
）
は
、
平
成
17
年
度
に
租
税
教
育

実
践
校
と
し
て
指
定
を
受
け
て
、
租
税
教
育

に
関
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
社
会
公
共
事
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
租
税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
養

う
と
と
も
に
法
律
を
守
る
精
神
を
育
て
る
こ

税
金
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

税
金
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

腹
栄
中
学
校
が
年
間
を
通
し
て
租
税
教
育

と
で
将
来
の
よ
り
良
い
県
民
を
育
成
し
よ
う

と
熊
本
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
毎
年
実

践
校
を
指
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
同
校
は
、

租
税
に
対
し
て
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
総
合
的

学
習
の
時
間
に
は
「
租
税
教
室
」、
国
語
の
時

間
に
は
「
税
の
標
語
」
づ
く
り
、
美
術
の
時

▲「今、思うこと」と題し行われた橋本
町長の講演

間
に
は
「
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
」
づ
く
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
の
授
業
の
中
で
、
租
税

教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
13
日
、
こ
の
日
は
同

校
の
取
り
組
み
を
取
材
し
よ
う

と
テ
レ
ビ
局
も
訪
れ
、「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
で
国
税
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
た
中
村
愛
さ
ん

（
２
年
生
）
の
朗
読
発
表
が
学

活
の
時
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
平
成
17
年
秋
の
叙
勲
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
田
上
哲
彦
さ
ん
（
駅
通
区
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
瑞
宝

章
は
、
公
務
な
ど
に
長
年
に
わ
た

り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に

送
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
回
、
田

上
さ
ん
は
清
里
郵
便
局
長
と
し
て

26
年
間
従
事
さ
れ
、
郵
政
事
業
功

労
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
田
上
さ
ん
は
、「
局

を
利
用
し
て
く
れ
た
お
客
様
、
局

を
支
え
て
く
れ
た
職
員
の
方
や
家

族
、
み
ん
な
で
力
を
合
せ
、
そ
の

代
表
と
し
て
い
た
だ
い
た
気
持
ち

で
す
。
家
内
と
一
緒
に
天
皇
陛
下

田
上
哲
彦
さ
ん
（
駅
通
区
）
が

田
上
哲
彦
さ
ん
（
駅
通
区
）
が
瑞瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

宝
双
光
章
を
受
章

を
受
章

清
里
郵
便
局
長
と
し
て
26
年
間
功
労

に
拝は
い
え
つ謁
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
人
生
最
高
の
喜
び
で
し
た
。」

と
心
境
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

▶
橋
本
町
長
に
報
告
に
訪
れ
た
緒
方
長
洲
中
学
校
長
（
右
）

　

と
松
本
清
里
小
学
校
長
（
左
）

西
荒
神
区　

恵
比
須
祭
り

　

11
月
29
日
、
西
荒
神
区
で
は
恵
比
須
祭

り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
区
の
伝
統

行
事
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
て

約
30
人
が
参
加
し
、
無
病
息
災
、
家
内
安

全
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
願
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ち
び
っ
こ
広
場
に
移
動
し
て
昼

食
会
を
実
施
し
、
参
加
者
は
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
区
内
か
ら
多
く
の

方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
会
で
は
、

大
変
盛
り
上
が
り
有
意
義
な
一
日
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。」
と
山
田
区
長
。

▶
国
税
庁
長
官
賞
受
賞
作
を
朗
読
す
る
中
村
愛
さ
ん

▲作業のようす

▲祭りのようす
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■役場  78－3111
■文化センター  78－0053
　（中央児童館・子育て支援センター）  （ 78－4100）
■長洲共同福祉施設  78－0053
　（中央公民館・生涯学習課）
■上下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■第一清掃センター  78－0660
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

〔
消
費
税
及
び

　
　

地
方
消
費
税
の
期
限
内
納
付
〕

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。

　

特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金

的
な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す

か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
、
納
税
の
た

め
の
資
金
の
備
蓄
に
努
め
、
期
限

内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
者
の
方
の
納
付
に
つ

い
て
は
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の

預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
し
と
な
る
、
振
替
納
税
が
大

変
便
利
で
す
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納

休日在宅医
月　日 在　宅　医

１月８日㈰ 多田隈内科医院（向　野） 78-3011

１月９日㈪ 古庄胃腸科・内科医院 玉名市
岱明町 57-0013

１月15日㈰ 有明成仁病院（鷲　巣） 78-1133

１月22日㈰ 福本内科医院 玉名市
岱明町 57-2811

１月29日㈰ 田宮二郎内科（東荒神） 78-2150
２月５日㈰ 田宮春生堂医院（上　町） 78-0551

人のうごき
平成 17年 11月末日現在

　　 人　口　17,900 人　（△ 26）
　　 　　男　  8,624 人　（△ 20）
　　 　　女　  9,276 人　（△  6）
　　 世帯数 　 6,380 世帯（△  2）

※（　）内は前月比

心配ごと相談
　心配ごと相談を次のとおり行います。
日常生活の中で、心配ごと・悩みごとな
どある方はお気軽にご相談ください。個
人の情報は固く守ります。
■とき・相談者
　１月10日㈫　原　　彰宏（弁護士）
　　　17日㈫　清水谷洋樹（弁護士）
　２月７日㈫　矢野　昌文（弁護士）
　　　21日㈫　國武　優治（弁護士）
　３月７日㈫　池田　美菜（弁護士）
　　　28日㈫　寺内　大介（弁護士）
※いずれも午前 10時～正午の２時間、
１人あたり30分
■ところ　長洲共同福祉施設
■定　員　１日４人（要予約）
■申し込み・問い合せ
　町社会福祉協議会（  78 １４４０）

今月の納税
町県民税第４期

国民健康保険税第７期
　納期限は１月31日㈫です。納期内に
役場内の指定金融機関窓口または、最寄
りの金融機関で納めてください。
　なお、納税は便利な口座振替をご利用
ください。すでに口座振替をご利用の方
は、口座振替日が１月31日㈫となって
います。
■問い合せ　税務課（内線150～ 154）

の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

〔
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の

　
　
　
　
　
　

 

確
定
申
告
〕

　

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な

ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅

や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け

た
と
き
は
、
確
定
申
告
で
①

「
所
得
税
法
」
に
定
め
る
雑

損
控
除
の
方
法
、
②
「
災
害

減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の

軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
の
ど

ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の

全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
方
法
に

は
、
表
の
よ
う
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
の
復
旧
資
金
の
融

資
を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
の

手
数
料
は
、
無
料
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
給
与
所
得
者
の
確
定
申
告
〕

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や

賞
与
の
支
払
時
に
行
わ
れ
る
「
年

末
調
整
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま

す
か
ら
、
大
部
分
の
給
与
所
得
者

の
方
は
、
改
め
て
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
①
給
与
の
収
入
が

２
千
万
円
を
超
え
る
方
、
②
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
の
金
額
（
例
え
ば
、
生
命
保
険

契
約
等
に
基
づ
く
一
時
金
を
受
け

取
ら
れ
た
場
合
や
不
動
産
の
貸
付

け
に
よ
る
収
入
が
あ
る
場
合
な
ど
）

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方
、

③
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
①
風
水
害
な
ど

の
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
②
多
額

の
医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
方
、
③

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
（
購
入
）・
増

改
築
し
、
年
末
に
お
い
て
金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
残
高
の
あ
る

方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
の
用
紙

は
、
１
月
中
旬
以
降
、
最
寄
り

の
税
務
署
及
び
市
町
村
役
場
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
し
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w.nta.go.jp/

）
か
ら
必
要
な
書

類
を
出
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
を
ご
覧
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
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■所得税法と災害減免法の違い

所得税法（雑損控除） 災害減免法

損失の発
生原因

災害、盗難、横領による損失が対象とな
ります。

災害による損失に限られま
す。

対象とな
る資産の
範囲など

生活に通常必要な試算に限られます。（た
な卸資産や事業用の固定資産、山林、生
活に通常必要でない資産は除かれます。）

住宅や家財。ただし、損害
額が住宅や家財の価格の２
分の１以上であることが必
要です。

控除額の
計算又は
所得税の
軽減額

控除額は次のイとロのうちいずれか多い
方の金額です。
イ、差引損失額－所得金額の 10分の１
ロ、差引損失額のうち災害関連支出の金

額－５万円
〔注意〕
①差引損失額＝損害金額－保険金などに
よって補てんされる金額
②災害関連支出＝災害により滅失した住
宅、家財を除去するための費用等

その年の
所得金額

所得税の
軽減額

500万円以下 全額免除

500万円超
750万円以下

２分の１の軽減

750万円超
1,000万円以下

４分の１の軽減

参考事項

●災害等に関連してやむを得ない支出を
した金額についての領収書を確定申告
書に添付するか、確定申告書を提出す
る際に提示することが必要です。
●損失額が大きくて、その年の所得金額
から控除しきれない金額は、翌年以後
３年間に繰り越して各年の所得金額か
ら控除できます。

●原則として損害を受けた
年分の所得金額が 1,000
万円以下の人に限ります。
●「損失額の明細書」を確
定申告書に添付すること
が必要です。

　

毎
年
、
各
会
場
に
お
い
て
初

日
は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
、
相
談

受
付
時
間
内
で
も
受
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
申
告
相

談
は
会
場
ご
と
に
３
〜
６
日
間

の
日
程
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
土
日
祝
日
等
の
受
付
及
び
相

談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
区
域
外
の
会
場
で
も
都

合
の
よ
い
日
程
で
申
告
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
役
場
で
の
申
告
相
談
は
資
料

の
関
係
上
、
受
付
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
と
申
告
会
場
が
変
更
と

な
っ
て
い
る
行
政
区
が
あ
り

ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
18
年
度
（
平
成
17
年
分
）

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
日
程

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
日
程

〔
相
談
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

■とき・ところ
と　き ところ 行政区

２月 15日㈬
～ 17日㈮

町民研修センター
（上　町）

出町、新町、西新町、
宮ノ町、松原、新山、
宝町、磯町、上町

２月 20日㈪
～ 24日㈮

ＪＡ玉名長洲総合
支所２階会議室
（清源寺）

平原、清源寺、上沖洲、
腹赤、腹赤新町

２月 27日㈪
～３月３日㈮

地域福祉センター
（向　野）

折地、赤崎、高田、鷲
巣、立野、古城、葛輪、
永方、赤田、宮崎、塩
屋、向野、向野北

３月６日㈪
～ 10日㈮、
　13日㈪ 長洲共同福祉施設

（役場そば）

中町、下本、今町、下
東、東荒神、西荒神、
大明神、建浜、駅通、
梅田

３月 14日㈫
～ 15日㈬ 予備日

■問い合せ　税務課　（内線 150 ～ 154）
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募　

集

気
合
の
入
っ
た
家
庭
料
理
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
梨
の
花
」
ワ
ン

デ
イ
シ
ェ
フ
参
加
者
大
募
集
！

　

家
庭
料
理
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス

ト
ラ
ン
「
梨
の
花
」
で
は
、
ワ
ン

デ
イ
シ
ェ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
に
「
男
の
手
料

理
」、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
秘
伝
の

味
」
に
自
身
の
あ
る
方
、
独
立
開

業
目
指
し
て
腕
だ
め
し
を
し
た
い

方
、
ま
た
、
小
さ
い
頃
な
り
た
か

っ
た
コ
ッ
ク
さ
ん
の
夢
を
実
現
し

た
い
方
な
ど
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。
調
理
師
、
コ
ッ
ク
の
資
格
は

一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
と
は
、
地
域
づ

く
り
の
活
動
、
交
流
、
情
報
発
信

の
場
を
目
指
し
、
一
人
の
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
が
お
店
を
切
り
回
す
の

で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
が
日
替

わ
り
で
料
理
を
担
当
し
な
が
ら
、

売
り
上
げ
の
一
部
で
店
舗
の
維
持

費
を
出
し
合
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

あ
な
た
の
「
キ
モ
チ
」
梨
の
花

で
「
カ
タ
チ
」
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
度
き
り
の
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
！
料

理
に
気
合
を
、
お
客
様
に
真
心
を

込
め
て
く
だ
さ
る
方
大
歓
迎
で
す
。

■
問
い
合
せ

　

荒
尾
市
役
所
農
林
水
産
課
地
域

再
生
担
当
（

 

63 

１
４
５
４
）、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
「
梨
の
花
」（

 

62 

２
４
２
８
）

平
成
18
年
度
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書

を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
18
年
度
有
明
行
政
事
務
組

合
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
に
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
「
建

設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
の
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す

の
で
、
次
の
と
お
り
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
な
お
、
平
成
17
年
１
月
末

か
ら
３
月
末
ま
で
に
提
出
を
さ
れ

た
方
は
、
隔
年
制
と
な
っ
て
い
る

た
め
今
回
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
受
付
期
間
が
例
年
よ
り

１
ヵ
月
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
の
う
え
、
早
め
の
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
２

月
28
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

■
有
効
期
限　

平
成
18
年
４
月
１

日
よ
り
、
平
成
19
年
３
月
31
日

の
１
年
間

■
書
類
様
式　

国
土
交
通
省
統
一

様
式
「
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」

〔
添
付
書
類
〕

①
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
審
査
申
請
書

②
工
事
経
歴
書

③
営
業
所
一
覧
表

④
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・

総
合
評
定
値
通
知
書
（
写
し
）

⑤
建
設
業
許
可
証
明
書
（
写
し
）

⑥
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）、
ま

た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）（
写

し
）

⑦
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
町
村
）

（
写
し
）

⑧
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

⑨
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

⑩
技
術
者
一
覧
表
及
び
名
簿
、
ま

た
は
経
歴
書

⑪
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加
入
・

履
行
証
明
書
（
写
し
）

⑫
労
働
保
険
支
払
証
明
書
（
完
納

証
明
及
び
未
納
が
な
い
証
明
）

（
写
し
）

⑬
〔
郵
送
時
の
み
〕
受
付
票
及
び

返
信
用
封
筒
、
ま
た
は
は
が
き

⑭
〔
委
任
す
る
場
合
〕
委
任
状

■
提
出
方
法　

書
類
様
式
と
添
付

書
類
一
式
を
1
部
提
出
（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
綴
じ
で
、
綴
じ
具
と

も
に
焼
却
可
能
な
も
の
）。
持
参
・

郵
送
い
ず
れ
も
可
（
郵
送
に
つ

い
て
は
、
消
印
有
効
）

■
提
出
場
所
・
問
い
合
せ

　

〒
８
６
５
‐
０
０
０
５　

玉
名

市
玉
名
２
１
５
７
‐
３
２　

有

明
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

（

 

72 

５
８
８
５
）

　

町
内
に
は
、
公
共
施
設
が
52
施

設
（
79
棟
）
あ
り
ま
す
。
町
は
、
公

共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
８
月
に
職
員
に

よ
る
事
前
調
査
と
し
て
、
資
料
（
仕

上
表
）
に
よ
る
事
前
把
握
と
、
現
場

で
の
「
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
」
使
用

有
無
の
特
定
を
目
視
に
よ
っ
て
行
い

ま
し
た
。
こ
の
中
で
「
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
」
の
使
用
の
可
能
性
が
あ
る

と
特
定
し
た
施
設
は
長
洲
町
体
育
館

な
ど
下
表
の
７
施
設
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
７
施
設
を
専
門
機
関
に

分
析
を
依
頼
し
た
結
果
、
７
施
設
の

う
ち
４
施
設
に
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
が

町
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
現
状
と
対
策

分
析
結
果
を
受
け
て
除
去
工
事
な
ど
を
決
定

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
次
の
と
お
り
対
応

策
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

六
栄
保
育
所
に
つ
い
て
は
速
や
か
に

除
去
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
れ
以

外
の
３
施
設
（
長
洲
町
体
育
館
、
長
洲

町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
長
洲
町

浄
化
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
空
気

中
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定
を
行
い
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
工
事
、
封
じ
込
め
、

囲
い
込
み
と
い
っ
た
対
応
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
情
報
が
入
り
次

第
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

〔吹き付けアスベスト分析結果及び対応〕
■調査対象　長洲町の52公共施設（79棟）を各種資料（仕
上表など）や目視などで調査し、吹き付けアスベストの使
用可能性が高いと特定した７施設
■検査方法　アスベスト定性定量検査
■分析結果

施設名 検査箇所 検査結果 対応策

長洲町体育館

競技場左横壁
石綿含有
（クリソタイル16%）

休館競技場右横壁
石綿含有
（クリソタイル21％）

競技場天井
石綿含有
（クリソタイル9.8％）

長洲町
総合スポーツ
センター

用具室A天井
石綿含有
（クリソタイル2.1％）用具室は使用可能

な部屋に移設し、
支障のある用具室
は使用禁止

用具室B天井
石綿含有
（クリソタイル1.1％）

機械室天井
石綿含有
（クリソタイル1.1％）

長洲町
健康福祉
センター

機械室 石綿含有なし

長洲町
六栄保育所

機械室
石綿含有
（アモサイト7.0％）

速やかに除去工事
を実施

倉庫
石綿含有
（アモサイト4.6％）

速やかに除去工事
を実施

長洲町
浄化センター

発電機室
石綿含有
（クリソタイル7.6％）

使用制限措置

ボイラー室 石綿含有なし

弁操作室 石綿含有なし

腹赤浄水場 発電機室 石綿含有なし

腹赤排水機場 ポンプ室 石綿含有なし

国民年金からのお知らせ！
国民年金・厚生年金相談所

　相談員が年金に対する疑問・質問に丁
寧にお答えします。気軽にご相談くださ
い。
■と　き　1月27日㈮
　　　　　午前10時～午後３時
■ところ　長洲共同福祉施設
■相談員　社会保険事務局職員
■問い合せ
　住民環境課（内線132、133）

国民年金保険料のお支払いは
口座振替をご利用ください！

　口座振替なら、１回の申込で金融機関
や郵便局などで毎月自動的に引き落とさ
れ、納め忘れの心配がありません。国民
年金保険料のお支払いには、便利な口座
振替をご利用ください。
■申込方法
　預（貯）金口座のある金融機関や郵便局
などで備え付けの「口座振替納付（変
更）申出書」に必要事項を記入してお
申込ください。
■手続きに必要なもの
　①国民年金保険料納付案内書
　②預（貯）金通帳
　③預（貯）金通帳届出印
■問い合せ　熊本社会保険事務局玉名事務所
（  74 １６１１）

介護予防教室に参加してみませんか
　町では在宅の高齢者が自立した生活を
送れるように次のとおり介護予防教室を
開催します。
〔木曜日コース〕
■と　き
　１月12日～3月 23日〔毎週木曜日〕
　午後２時～３時30分〔11回〕
〔月曜日コース〕
■と　き
　１月16日～3月 27日〔毎週月曜日〕
　午後２時～３時30分〔11回〕
■ところ　健康福祉センター
■対象者　概ね60歳以上の町内在住の方
■定　員　各コース15人程度
　　　　　（定員になり次第締め切ります）
■受講料　無料（別途健康福祉センター
　　　　　入館料100円が必要）
■申し込み・問い合せ
　福祉課（内線１８２）

催　

し

「
な
か
よ
し
保
育
」
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
地
域
で
子
育
て
中
の

ご
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
未
就
園
児
親
子
を
対
象
と
し
た

「
な
か
よ
し
保
育
」
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
！
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き
・
内
容

　

１
月
18
日
㈬　

お
話
を
聞
こ
う

　

２
月
15
日
㈬　

お
た
の
し
み
会

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

長
洲
幼
稚
園

■
問
い
合
せ　

長
洲
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（

 

78 

４
６
８
０
）

第
３
回
環
境
＆
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ェ
ア in kum

am
oto

　

県
で
は
次
の
と
お
り
「
第
３
回

環
境
＆
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア in 

kum
am
oto

」
を
開
催
し
ま
す
。
環

境
や
福
祉
、
Ｕ
Ｄ
（
※
注
１
）
関

連
製
品
の
展
示
の
ほ
か
、
介
護
保

険
の
講
演
会
や
電
気
自
動
車
の
試

乗
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｕ
Ｄ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん
。
環
境
や
福
祉
、

Ｕ
Ｄ
関
連
製
品
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

２
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰

■
と
こ
ろ　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

■
問
い
合
せ　

県
産
業
支
援
課

　
（

０
９
６
・
３
３
３
・
２
３
２
１
）

有
明
高
専
吹
奏
楽
部

第
37
回
定
期
演
奏
会

■
と　

き　

１
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

■
と
こ
ろ　

大
牟
田
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
・
西
鉄
駅
か
ら

徒
歩
５
分
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
せ

　

有
明
高
専
吹
奏
楽
部
顧
問　

吉
田

　
（

０
９
４
４
・
５
３
・
８
６
９
８
）

（※注１）UD（ユニバーサルデザイン）…ユニバーサルデザインとは、「すべての人のた
めのデザイン」を意味し、年齢や障害の有無などにかかわらず、最初からできるだ
け多くの人が利用可能であるようにデザインすることをいいます。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
よ
う
日
ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〔
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ど

ん
な
症
状
が
出
る
の
？
〕

　

感
染
し
て
約
１
〜
３
日

間
で
38
℃
以
上
の
熱
が
あ

り
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
な
ど

の
全
身
症
状
が
現
れ
ま
す
。

ま
た
、
発
熱
な
ど
に
続
い

て
咳
や
鼻
水
等
の
症
状
が

起
こ
り
徐
々
に
治
っ
て
い

き
ま
す
が
、
中
に
は
重
症

化
し
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

古賀政男記念「大川音楽祭」出場者募集

　３月５日㈰に大川市文化センターで開催される第 24
回古賀政男記念「大川音楽祭」の出場者を募集します。
■募集期間　１月４日㈬～ 31日㈫
■募集部門　民謡、一般歌謡、古賀メロディー
■問い合せ　古賀政男記念館
　　　　　　（ 0944 ･ 86 ･ 4133）

新年の初風呂は天然温泉で

　市総合保健福祉センター「水の郷」にある天然温泉「南風
（はえんかぜ）」は、１月２日から営業しています。６日まで
の５日間は豪華景品が当たる抽選券を配付します。初風呂は
ぜひ「南風」で。入浴料は一般 400円、４歳以上小学生以下
は 200円、65歳以上の高齢者および障害者は 350円です。
■問い合せ　水の郷（ 0944 ･ 75 ･ 6200）

臼（水）かぶり

　ホラ貝の合図とともに、小学生がバケツの水を、続いて氏子を
中心とした若者が、最大 70 キロもある臼を頭上に抱え上げ、後
方に放り投げる、全国的に珍しく勇壮な火災よけ祈願の行事です。
■と　き　１月９日（成人の日）午後６時～
■ところ　三池弥剣神社（三池上町）
■問い合せ　市商業観光課（ 0944 ･ 41 ･ 2750）

大牟田市

平成17年12月20日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成17年 11月 30日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

10．29 奥　　和
かずき

樹 男 博　司 向　野

11．２ 宮㟢　　光
ひかり

女 優　生 向　野

11．４ 浦塘　大
たいが

峨 男 琢　磨 向野北

11．４ 新川心
み ぶ き

吹絆 女 洋 上沖洲

11．17 福田　獅
しおん

音 男 卓　哉 向　野

大川市

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040 － 4457851 溶接工及び見習い ５人 不問 211,200 ～ 246,400 円
43040 － 4453251 看護師 １人 18～ 50 歳 160,000 ～ 190,000 円
43040 － 4442151 工場内作業員 １人 18～ 35 歳 150,000 ～ 200,000 円
43040 － 4347051 製品製造作業員 ３人 18～ 50 歳 138,000 ～ 161,000 円
43040 － 4346151 工場内作業員（鉄筋組立加工作業） ５人 18～ 45 歳 138,000 ～ 161,000 円
43040 － 4344651 寿司職人 １人 不問 180,000 ～ 200,000 円
43040 － 4343851 船舶塗装工 １人 18～ 40 歳 240,000 ～ 360,000 円
43040 － 4312951 圧力タンク製造及びコンクリート製品製造 ３人 18～ 40 歳 156,000 ～ 240,000 円
43040 － 4302851 店員 ２人 18～ 45 歳 250,000 ～ 350,000 円
43040 － 4246451 機械金属加工 ２人 18～ 40 歳 137,500 ～ 187,500 円
43040 － 4243351 准看護師 １人 18～ 45 歳 136,500 ～ 166,500 円
43040 － 4242051 薬剤師 １人 不問 270,000 ～ 320,000 円
43040 － 4241151 介護職員 ２人 18～ 45 歳 112,500 円
43040 － 4240951 看護師 １人 18～ 45 歳 163,000 ～ 193,000 円
43040 － 4217151 足場職及び溶接工 ３人 18～ 60 歳 180,000 ～ 280,000 円
43040 － 4194151 船舶塗装工 ５人 18～ 50 歳 207,000 ～ 299,000 円
43040 － 4192651 営業 １人 不問 180,000 ～ 230,000 円
43040 － 4117851 溶接工 １人 18～ 28 歳 132,000 ～ 246,400 円
43040 － 4109851 土木施工管理者 １人 不問 180,000 ～ 250,000 円

☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は 12月 20日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

柳川市

２月　すこやかカレンダー 受：受付時間　対：対象者　場：ところ

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

わくわくクッキング
10:00～13:00
 子育て中のお母さんと

　  子どもさん・妊婦さん
 すこやか館

 申し込み　２月１日㈬まで

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
母子健康手帳の交付
 10:00～11:30
 すこやか館

ベビーマッサージ
10:00～11:30
 寝返り前の赤ちゃんとお母さん
 すこやか館

 申し込み　２月３日㈮まで

栄養教室　9:30～13:00
 すこやか館

 申し込み　２月７日㈫まで

12 13 14 15 16 17 18
１歳６ヵ月児健診
 13:30～14:00
 Ｈ16.７～８月生
 すこやか館

３ヵ月児健診
 13:30～14:00
 Ｈ17.10月生
 すこやか館

19 20 21 22 23 24 25
母子健康手帳の交付
 10:00～11:30
 すこやか館

三種混合予防接種
 13:30～14:30
 生後３ヵ月～
 すこやか館

26 27 28
老人手帳交付　  9:30～10:00
　　　　　　　  すこやか館
健  康  教  室　10:00～11:30
　　　　　　　  すこやか館
健  康  相  談　10:00～11:30
　　　　　　　  すこやか館

☆　母子健康手帳の交付は、塩分測定を行いますのでみそ汁 (200cc程度 )をご持参ください。妊娠11週までには、母子健康手帳をもらいましょう !!
☆　乳幼児健診は、母子健康手帳をご持参ください。受診できない場合は、すこやか館までご連絡ください。
☆　予防接種は、母子健康手帳をご持参ください。事前に『予防接種と子どもの健康』をよくお読みになってください。
☆　老人手帳交付については、対象者の方に通知します。
☆　健康教室はどなたでも参加できます。薬剤師の先生による「くすり」の話、健康長寿に関する話などです。
☆　健康相談はどなたでもご利用できます。身体計測や血圧・体脂肪測定、塩分測定（みそ汁200cc程持参）、個別相談などしています。
　子どもさんの場合は母子健康手帳をお持ちください。身長・体重などの計測や、育児や食事などについて話をしています。
☆　わくわくクッキング及びベビーマッサージに参加希望の方は、すこやか館まで申し込みをお願いします。

《問い合せ》　すこやか館（  65 ７５１５）

育児サークル『てんとうむしくらぶ』のお知らせ
■時　間　午前 10時～午前 11時 30 分
■会　費　100円／月
■とき・ところなど

※内容については変更することがあります。
■問い合せ　すこやか館（  65 ７５１５）

すこやか館からのお知らせ
　「活き生きフェア食べ物クイズ」の解答・
解説をすこやか館の玄関掲示板に掲示いた
します。どうぞご覧ください。
■問い合せ　すこやか館（  65 ７５１５）

と　き 内　容 ところ

２月７日㈫ 季節の制作 すこやか館

２月14日㈫ リズム体操 子育て支援センター

２月21日㈫ おはなし会 すこやか館

２月28日㈫ お絵かき すこやか館

〔
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ン
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。

■
問
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せ　

す
こ
や
か
館
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65 

７
５
１
５
）

「大腸がん予防のための食事」のおはなし
■と　き　１月 12日㈭午前９時 30分～午前 11時
■ところ　すこやか館
■講　師　豊田裕輝子氏（高野病院管理栄養士）
■問い合せ　すこやか館（  65 ７５１５）

手
洗
い
う
が
い
が
基
本
で
す

手
洗
い
う
が
い
が
基
本
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心
！
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　今年度も町長杯及びＢ＆Ｇ杯関係の各種スポーツ大会が、多数の参加により熱戦が繰り広げられました。
上位結果は次のとおりです。（敬称略）

期　日 内　　容 場　　所

８日㈰ 長洲マラソン大会 総合グラウンド～
名石浜周回コース

９日㈪ 成人式 ながす未来館

15日㈰ 玉名郡駅伝大会 菊水町・三加和町・南関町

１月の行事

熱い思いをタスキに託して！
平成17年度各種スポーツ大会結果

　11月 27日、総合スポーツセンターグラウンドを中心に、長洲町
子ども会駅伝大会が開催され、18チーム216人の選手は沿道から
の声援を受けながら12.9キロのコースで健脚を競い合いました。
　結果は次のとおりです。
優　勝 建 浜 Ａ （57分 29 秒）
準優勝 上 沖 洲 （59分 21秒）
３　位 清 源 寺 （１時間 26秒）
４　位 下今中Ａ （１時間１分 22秒）
躍進賞 建 浜 Ｂ （１時間２分 45秒）
努力賞 赤 崎 （１時間８分 11秒）

六栄校区ビーチボールバレー大会六栄校区ビーチボールバレー大会古城区が優勝！

　11月 20日、六栄小学校体育館で六栄校区公民館主催による校区
ビーチボールバレー大会が開催されました。
　この日は、六栄校区内の10区から約130人の参加により、熱戦
が繰り広げられました。
　上位結果は次のとおりです。
　　優　勝　古城区　　準優勝　赤崎区　　３　位　宮崎区

◀
優
勝
し
た
建
浜
子
ど
も
会
Ａ

◀
優
勝
し
た
古
城
区

◆第31回町長旗争奪ソフトボール大会（７／12～７／ 20）
１　　位 ２　　位

一　部 築真建設 ラスカルズ
二　部 愛球会シニア 島永自動車

◆町長杯サッカーフェステバル（７／30～７／ 31）
１　　位 ２　　位 ３　　位

小倉南フットボールクラブ
ジュニア（福岡県） 小川ＪＦＣ（熊本県） バレイアＳＣ　Ｕ－12（長洲町）

パルティーダ　Ｕ－12（鹿児島県）

◆第３４回町長杯卓球大会（８／６～８／７）
１　　位 ２　　位 ３　　位

男子団体 大石クラブ 宇土鶴城中学校 花陵中学校
五霊中学校Ａ

女子団体 八代第三中学校 長洲中学校 八代第五中学校
大石クラブ

男子個人 徳永欣也（玉名中） 松尾卓磨（荒尾一中） 大石憲志（大石クラブ）
中村光星（花陵中）

女子個人 小宮祥子（長洲中） 古閑美香（八代三中） 古林美矢（長洲中）
坂本瑞枝（大石クラブ）

◆第２回ビーチボールバレー大会（９／25）
１　位 ２　位 ３　位

高齢者の部 Ｙ，Ｙ 紅バラ 有明
一般の部（１位Ｇ） ミッフィー ひまわり どんぐり
一般の部（２位Ｇ） 22期生 水曜クラブ カービレッジ

◆町長杯テニス大会（10／２）
１位グループ ２位グループ ３位グループ
山口　佐藤ペア 山迫　志水ペア 高原　川原ペア

◆第20回町長杯弓道大会（10／ 16）　※長洲町代表選手関係
団　体　　　　　３　位 長洲町弓友会Ａ
個　人（女子）　  優　勝 佐々木眞理子
各的賞　　　　　３　位 北山重太郎・長谷川千枝子・江藤俊子・丸尾孝子

◆第28回Ｂ＆Ｇ杯争奪少年剣道大会（11／３）
１　位 ２　位 ３　位

小学生　男子 豊武館Ａ 八嘉武道館 八幡剣心会
小学生　女子 玉名町愛育会 築山少年剣道愛育会 山北小学校
中学生　男子 有明中学校Ａ 玉東中学校Ａ 玉名中学校Ａ
中学生　女子 玉名中学校 玉東中学校 岱明中学校Ａ

◆第２回グラウンドゴルフ大会（11／ 23）
１　　位 ２　　位 ３　　位

上野安幸（平原） 権田寅彦（建浜） 村上敏彦（永方）
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思
索
と
ユ
ー
モ
ア
に
満

ま
い
ご
の
ぴ
ー
ち
ゃ
ん

九
州
国
立
博
物
館
‥
企
画
・
編
集

　

あ
る
晴
れ
た
日
、
色
絵
皿
か
ら
飛
び
出
し
た

小
鳥
の
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
鳥
紋

様
の
世
界
で
遊
ぶ
う
ち
、
ま
い
ご
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
無
事
お
家
に

帰
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ジ
ア
各
地
の
さ
ま

ながす未来館文化ホール　１月・２月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

月／日（曜） 催  し  物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

１／９㈪ 平成 18年　長洲町成人式
生涯学習課

（  78 ００５３）
９：20/10：00～ 12：00 無　　料

１／22㈰
親子アニメ映画 2005
「アンパンマン」

富士映画社
（ 092・922・2556）

① 10：00/10：30～ 12：30
② 13：00/13：30～ 15：30

800 円

２／５㈰ 長洲幼稚園　音楽ゆうぎ会
長洲幼稚園

（  78 ４６８０）
９：00/９：30～ 12：30 無　　料

２／23㈭ サスケ　コンサート
㈱キョードー西日本
（  092・714・0159）

18：30/19：00～
全席指定
3,800 円

２／26㈰
ながす未来館自主事業
音楽劇「ちゅうたのくうそう」

ながす未来館自主事業情報をご参照ください。

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

な
が
す
未
来
館
自
主
事
業
情
報■と　　き　２月26日㈰

　　　　　　〔開場〕午後２時30分／〔開演〕午後３時
■と こ ろ　ながす未来館文化ホール
■入 場 料　全席自由　親子券1,500円（前売のみ）／大人券1,200円／小人券600円
　　　　　　※入場料は３歳より有料となります。
■発 売 日　１月７日㈯～　
■プレイガイド　ながす未来館、町内郵便局、荒尾総合文化センター
　　　　　　玉名市民会館、大牟田文化会館
■主　　催　長洲町、長洲町教育委員会、ながす未来館自主事業実行委員会

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
休
館
日
の
お
知
ら
せ
》

　

１
月
９
日
㈪
は
、
な
が
す
未
来
館
文
化
ホ
ー
ル
で
成
人
式
が
行
わ
れ
る
た
め
、

図
書
館
は
特
別
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

《
貸
出
資
料
の
返
却
に
つ
い
て
》

　

借
り
ら
れ
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
返
却
予
定
日

は
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
返
却
予
定
日
を
一
定
期

間
超
過
す
る
と
、
お
手
元
に
あ
る
資
料
を
返
却
し

て
い
た
だ
く
ま
で
の
間
、
次
の
貸
出
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

１月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

音楽劇  音楽劇  ちゅうたのくうそうちゅうたのくうそう
東京演劇アンサンブル　ファミリー劇場

　東京演劇アンサンブルの音楽劇「ち
ゅうたのくうそう」公演が決定しまし
た。親子で楽しめるとっても愉快な音
楽劇です。ぜひご家族皆様でご鑑賞く
ださい。
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　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
そして太りやすくなります。

　お雑煮。そのルーツは、煮雑(にまぜ)という言葉が転じたもの
で、その土地でとれる様々な食材で作られた煮物のことをいい、特
に正月に限らず、おめでたい席で食べられてきたのだそうです。本
来は、神様へお供えしたものを分かち合い、力を授かるために食べ
られるもので、神々への供物を新年に初めて汲み上げられた水(若
水)と、初めておこした火を使って作られるものだとか。みそ味や
しょうゆ味、加える具材や餅の違いなど、雑煮が地方色豊かなのは、
その土地土地の収穫物・特産品の違いが現れるからなのでしょう。

〔作り方〕
①ゴボウは斜めのうす切り、大根は５㎜厚さの輪切り、里
芋は小さいものを丸のまま皮をむいておく。昆布はもど
して結び昆布、干しいたけはもどしておく。人参は５㎜
厚さの輪切りにしておく。

②①の材料をむきエビともどした汁、だし汁で軟らかく煮る。
③材料が軟らかくなったら、酒とうす口しょうゆで味を整え、
もちを入れる。一煮立ちしたら火を止める。

④器につぎ分け、色よくゆでておいたいんげんとかまぼこ
を盛り、できあがり。

〔材料（4人分）〕
もち　　　　　 50g×4個
ゴボウ　　　　　　  50g
大根　　　　　　　  70g
里芋　　　　　　　 150g
昆布　　　　　　　　10g
干しいたけ(もどして)　　20g
人参　　　　　　　　50g
干しえび　　　　　　30g

だし汁　　　　　6カップ
いんげん　　　　　　50g
かまぼこ　　 10g×4切れ
うす口しょうゆ　  大さじ2杯
酒          大さじ1.5杯

〔1人分の栄養量〕
エネルギー　187kcal
塩分　1.5ｇ

お
雑
煮

「
お
正
月
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
具
材
で
お
雑
煮
を
!!
」

長洲町食生活改善推進協議会
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寺田　優羽ちゃん
ゆ　う

パパ　誠さん　
ママ　美紀さん

島永　彩望ちゃん
〈新　山〉

〈古　城〉

あやの

パパ　法広さん
ママ　陽子さん

　車屋の看板娘です。バイバイとおじぎが上手になってお
客さんに挨拶が出来るようになりました。音楽に合わせて
踊るのが大好きで、おしりをフリフリしながら踊ります。

　家族に活力と安らぎ、幸せをくれる優羽。丈夫に育
ち、これからも明るく優しい優羽でいてね！

濱崎　由伸さん 長洲小　１年〈東荒神〉

　ぼくは、習字を習っています。もっと練習して上
手になりたいです。学校では今、なわとびをがんばっ
ています。いっぱいとべるようになりたいな。

よしのぶ




